
●国内世界自然遺産地域にける管理の基本方針（管理に当たって必要な視点）の設定例 
屋久島 白神 知床 小笠原 奄美・琉球（案） 

ア．生態系の統合的・順応的

な管理 

（ア）生態系等の統合的な管

理 
（イ）生態系の順応的な管理 
 
イ．広域的、長期的な管理 

（ア）広域的な視点による管

理 
（イ）地域・地球レベルでの

調査研究・モニタリン
グフィールド 

 
ウ．生態系や自然景観の保全

を前提とした持続可能
な利用 

 
エ．森林と人との関わりの歴

史を踏まえた管理 
 
オ．地域との連携・協働 

※管理の基本方針の項目の

中では、（１）管理目標 
（２）管理体制 
（３）地域区分による管理 
のみを記載し、「基本方針」
や「管理に当たって必要な視
点」といった内容での記載は
ない。 
しいて言えば、「（３）地域区
分による管理」の内容が基本
方針に該当。 
 
（３）地域区分による管理 

ア．核心地域（Ａ地域） 
イ．緩衝地域（Ｂ地域） 

ア．地域との連携・協働 

 

イ．順応的管理 

 

ウ．陸域及び海域の統合的

管理 

 

エ．地域区分による管理 

 

オ．一次産業との両立 

 
カ．レクリエーション利用

と自然環境保全の両立 
 

キ．広域的な視点による管

理 

（１）優れた自然環境の保全 

①  海洋性島孤の形成過
程を示す「証拠」の保
全 

 
② 固有種、希少種、独特
の生態系の保全 

 
（２）外来種による影響の排

除・回避 

①  総合的な生態系管理
の考え方に基づく外来
種対策の推進 

 
②  新たな外来種の侵
入・拡散予防への取組
の推進 

 
（３）人の暮らしと自然との調

和 

①  各種事業の実施する
にあたっての環境配慮 

 
②  自然と共生した島の
暮らしと産業 

 
（４）順応的な保全・管理の実

施 

①  適切なモニタリング
と情報の活用 

 
②科学的アプローチと合
意形成 

２）管理の基本方針 

（１）固有種及び希少種並びに

それらの生息地・生育地の保

全 

（２）外来種による影響の排除 

（３）生息・生育地の維持・改

善回復及び生態系の機能強化

のための計画的・能動的な自

然再生の推進 

（４）遺産価値の保全と持続可

能な利用との両立 

（５）地域社会の参加と協働に

よる保全管理と持続的な地域

社会の発展への寄与 

（６）連続性のある資産の包括

的な管理の実施と目標達成に

向けた進捗の評価と計画の改

定 
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